
《re:framing》

京都芸術センターは、誰もが気軽に芸術を体験できる場

所であると同時に、意欲的な若い芸術家の活動を支

援し、国際的な展覧会や公演なども積極的に行っています。

　春まつり《re:framing》のプログラムの中では、このような

京都芸術センターの活動をより多くの方々に知っていただく

機会として、制作室（全12室。審査の上無償で貸出。年2回募

集）を使用するアーティストたちの活動を紹介する場や、地域

の方 と々共に企画した事業をを多く実施します。たとえば、展

覧会『re:framing－表情の空間』でのヤマガミユキヒロの展示

作品の一部、また、南館2階の談話室で行われるかなもりゆ

うこ・納谷衣美によるスクリーニング＆パフォーマンスは、実

際に制作室で作られた作品です。そして、地元・明倫学区の

人 と々アーティストたちをつなぐ試みとして行われる、ちょっと

変わった運動会「M
メリンピック

eirinPic」では、パフォーミング・アーツ分

野の制作室使用者が出場。俳優・ダンサーなど、パフォーマー

ならではの競技・演技を楽しく鑑賞し、一緒に参加することも

できます。これらのプログラムを通して、これまでも関係の深

い地域社会と京都芸術センターで活動を続ける芸術家とのあ

り方を改めて見つめ直し、再構築することで、より開かれた

アートセンターとしての飛躍につなげたいと考えています。

　そのほか、春まつり期間中には、展覧会『re:framing－表情の

空間』の関連企画として実施される、出展作家の仙石彬人と多

彩なゲストによるパフォーマンス・イベントやアーティスト・トーク、

KYOTO EXPERIMENT 2013公式プログラムの公開リハーサ

ルなど、さまざまなタイプのイベントを実施します。日頃からよく

センターを利用する方も、まだ一度もご来館のない方も、是非こ

の機会に京都芸術センターを訪れてみませんか。京都芸術セン

ターでのアートとの出会いや人とのむすびつきから、日 の々生活

に感動や驚き、豊かさを見つけることができるかもしれません。

2013.4.13.SAT - 5.26.SUN

絵画における既存の枠組みを超えた表現をテーマとした展覧会

『re:framing－表情の空間』の会期にあわせて、

「ひと」と「アート」をつなぐ新たな試み、京都芸術センター春まつり《re:framing》を開催しています。

プログラムの中から、5月に実施するイベントを中心にご紹介します。

京都芸術センター春まつり
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イギリスのアーティストユニット「Subject to_change」による『ホーム・スウィート・ホーム』

京都芸術センター春まつり《re:framing》は、1か月半にわたって行われる、
いわば京都芸術センターの“SHOWCASE”です。実施時間帯やイベント
の形態もさまざま。また、春〜初夏にかけて、京都芸術センターの美しい
建物の中には明るい光が差し込み、より一層風情のある表情をみせてい
ます。楽しみ方は本当にさまざま。皆様のお越しをお待ちしております。

藤田瑞穂（アート・コーディネーター）

展覧会 『re:framing－表情の空間』
会期： 4月13日（土）－5月26日（日）10:00－20:00
 ※会期中無休・入場無料

〔仙石彬人・パフォーマンス〕
TIME PAINTING TOUR 《re:framing “2013.04.13‒05.26”》
at KYOTO ART CENTER

Performance “re:framing” vol.1－もぐらが一周するまで×仙石彬人
日時： 4月13日（土）開場16:30 開演17:00

Performance “re:framing” vol.2－双子の未亡人×仙石彬人
日時： 4月20日（土）開場18:30 開演19:00

Performance “re:framing” vol.3－藤田陽介×仙石彬人
78畳の和室を彩る、音と光。自作楽器「11ʼsMoon Organ」を操る音楽
家、藤田陽介をゲストに迎えたライブ形式のパフォーマンス。
日時： 4月27日（土）開場18:30 開演19:00
会場： 大広間
料金： 前売1,000円／当日1,500円

Performance “re:framing” vol.4－藤田陽介×イガキアキコ×仙石彬人
音楽家の藤田陽介、イガキアキコ（たゆたう）をゲストに迎えた、京都芸
術センター内で音と光による場所探しのようなパフォーマンス。
日時： 4月28日（日）15:00／18:30
会場： 館内各所
料金：無料
※事前申込不要

Performance “re:framing” vol.5
－白黒ミドリ×仙石彬人／
   Misuzu, Caitlin Coker & Andy Couzens× 仙石彬人

「re:framing」をテーマとした、2組の音楽家、ダンサーをゲストに迎え
たスペシャル・ライブ・イベント。
日時： 5月12日（日）開場18:30 開演19:00
会場： フリースペース
料金： 前売1,500円／当日2,000円

かなもりゆうこ・納谷衣美 スクリーニング＆パフォーマンス
 [スクリーニング]
会期： 4月13日（土）－5月25日（土）10:00－20:00（入場無料）

会場：談話室 ※5月12日（日）は談話室休室

 [パフォーマンス]
日時：5月12日（日）13:00／15:00

M
メリンピック

eirinPic
日時：5月18日（金）13:00－17:00
会場：グラウンド
共催：明倫自治連合会

※その他、春まつり期間中に行われる各種イベントについては、
　イベント情報（P2）をご覧ください。

Misuzu, Caitlin Coker, Andy Couzens& AKITO SENGOKU  LIVE at "SENGOKU night. Vol.02" UrBANGUILD, Kyoto  Date : 2012.05.18 Photo : Nuffy Andalucía
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アーティスト・イン・レジデンス2014
パフォーミングアーツ部門募集
京都芸術センターで滞在制作を行うアーティ
スト・イン・レジデンスプログラム。2014年度
はパフォーミング・アーツの分野から募集し
ます。
滞在期間：2014年4月－2015年3月（3ヶ月以内）

応募資格：
・ パフォーミング・アーツの分野で活躍する新

進アーティストまたは研究者で、京都に滞在
し制作・調査研究などを行う理由が明確な
方。国籍不問。

条件：
・ 滞在期間中、市民との交流事業を企画、実

施すること。
・ 活動の成果発表を行うこと。
支援内容：
・ 滞在期間中（3ヶ月以内）の宿泊場所の提供
・ 制作場所の提供
・ 制作費として1件につき（個人・グループ問わ

ず）20万円の補助
・ 広報及び宣伝協力

・ プログラムコーディネーターによるサポート
締切：6月30日（日）〔必着〕

トラディショナル・シアター・トレーニング
2013（T.T.T.） 受講生募集
トラディショナル・シアター・トレーニング

（T.T.T.）は、舞台芸術に携わる人を対象とした
3週間の伝統芸能トレーニングです。
期間：7月19日（金）－8月9日（金）

講師：
プログラム・ディレクター：ジョナ・サルズ
能（観世流）：片山伸吾、田茂井廣道、大江
信行
狂言（大蔵流）：茂山あきら、丸石やすし、
茂山童司
日本舞踊（若柳流）：若柳弥生

応募条件：演劇・ダンスなど、舞台芸術に関
わる表現活動を行っている方（研究活動も可）

で、オリエンテーションから発表会までの概ね
すべてのスケジュールに参加できる方。伝統
芸能を積極的に学ぶ意欲のある方。国籍・年
齢・性別は問いません。

定員：24名（能・狂言・日本舞踊各コース8名程度） 

受講料：一般70,000円／学生・アーティスト
（※審査あり）50,000円
※リピーター割引（過去にT.T.T.を受講いただいた方）
 一般50,000円／学生・アーティスト40,000円
締切：6月30日（日）〔必着〕
※応募書類は締切を待たずその都度選考し、結果を

通知します。
 定員になり次第、募集を打ち切ります。

第316回 市民寄席
日時： 7月18日（木）開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 林家染吉 「御公家女房」
 桂米平 「阿弥陀池」
 桂春若 「夏の医者」
 林家染丸 「辻占茶屋」
料金： 前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京
都店、高島屋京都店、チケットぴあ（Pコード：

428-689）にて5月15日（水）より販売。

第230回 市民狂言会
日時： 6月14日（金）開場18:30 開演19:00
会場： 京都観世会館（左京区）

演目： 呼声、仏師、成上り、鬮
くじ

罪
ざい

人
にん

出演： 茂山千五郎、七五三、あきら ほか
料金： 前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京
都店、高島屋京都店、京都観世会館、チケッ
トぴあ（Pコード：427-964）にて販売中。
※団体券2,200円（20人以上）は京都芸術センターにて販売。

平成25年度 「市民狂言会」 年間席札
公演日：6月14日（金）、8月21日（水）、12月6日

（金）、2014年3月7日（金）

会場： 京都観世会館（左京区）

料金： 8,000円（全4回分）限定100枚

京都芸術センター 素謡の会
「ようこそ、観阿弥さん」 年間席札
公演日: 6月13日(木)、9月12日(木)、11月21日

(木)、2014年2月13日(木)

料金： 5,000円（全4回分）

※チケットぴあで取扱いのチケットは、
電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア

（セブン・イレブン、サークルＫサンクス）の専
用端末などからご利用いただけます。

　WEB：http://t.pia.co.jp
　TEL：0570-02-9999

※各種年間席札はお一人様2枚まで。
予定枚数に達した場合販売終了。京
都芸術センターにて販売中。

募集要項および応募用紙は、同センター
にて配布中。ウェブサイトからもダウン
ロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の
上、必要書類とともに京都芸術センターまで
送付または持参（持参の場合は締切日の20時まで）。

各種イベント申込方法
（申込方法・チケット情報等が記載されているもの、共

催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブ
サイト申込みフォーム、TEL、FAXで事前にお
申込下さい。窓口でも受け付けます。

［関連企画］
Performance “Blue”
Polar M×ヤマガミユキヒロ×仙石彬人
日時： 5月4日（土・祝）開演20:00
会場： ギャラリー南

※当日はパフォーマンス準備のため、ギャ
ラリー南の展示は18:00まで

ゲスト：Polar M（音楽家）

定員：30名
料金：無料

Performance “re:framing” vol.5
－白黒ミドリ×仙石彬人／Misuzu, Caitlin
Coker & Andy Couzens× 仙石彬人
日時： 5月12日（日）開場18:30 開演19:00
会場： フリースペース
料金： 前売1,500円／当日2,000円

トークイベント 「表情の空間」
助川貞義［OVERHEADS］ × 仙石彬人
オーバーヘッドプロジェクターを使用したパ

フォーマンスを巡る、本展出展作家の仙石
彬人と日本におけるLightshowのパイオニ
ア"OVERHEADS"で活躍する助川貞義によ
るアーティスト・トーク。
日時： 5月26日（日）18:00－20:00
会場： 談話室
定員： 30名
料金：無料

[明倫ワークショップ・春まつり特別篇]
かなもりゆうこ・納谷衣美
スクリーニング&パフォーマンス
制作室活動報告としての映像上映と
パフォーマンス。この冬に北館の制作
室9にて撮影された映像作品「手の物
語」を春まつりの期間中、談話室の片
隅で公開しています。また作品に付
随するパフォーマンス「What is the 
Name of This Book?」の抜粋編を1

日だけささやかに上演します。
[スクリーニング]
会期：4月13日（土）－5月25日（土）

10:00－20:00（入場無料）

会場：談話室 ※5月12日（日）は談話室休室

[パフォーマンス]
日時：5月12日（日）13:00／15:00
会場：談話室

M
メリンピック

eirinPic
地元・明倫学区と京都芸術センター
制作室使用アーティストなどによる、
ちょっと変わった運動会。ピクニック
に行くように、初夏のグラウンドでパ
フォーマンスをお楽しみください。
日時： 5月18日（土）13:00－17:00
会場：グラウンド
共催： 明倫自治連合会

展覧会
『re:framing－表情の空間』
絵画における既存の枠組みを超えた表現
を試みる3人の作家、横内賢太郎・ヤマガミ
ユキヒロ・仙石彬人による展示。
※仙石彬人の作品展示は、会期中に複数回行われ

る《パフォーマンス》となります。

会期： 4月13日（土）－5月26日（日）

 10:00－20:00（会期中無休・入場無料）
※仙石彬人のパフォーマンスには一部有料のものあり

会場： ギャラリー北・南・和室「明倫」 ほか
※5月4日（土・祝）はギャラリー南のみ18:00

まで。
  ※和室「明倫」の展示は5月23日（木）まで。
※Topic01（P1）もご覧ください。

伝統

第315回 市民寄席
日時： 5月15日（水）開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 笑福亭呂好 「寄合酒」
 林家染左 「胴斬り」
 桂梅団治 「宇治の柴舟」
 桂きん枝 「一文笛」（桂米朝・作）

料金： 前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都店、高島
屋京都店、チケットぴあ（Pコード：426-733）にて販売中。

明倫茶会

｢霞の茶室｣で「闘茶」
日時： 5月25日（土）11:00／13:00／15:00／17:00
会場： 和室「明倫」
席主： 福本潮子（染色家）

内容： 煎茶
定員： 各席15名
料金： 1,000円
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名
･電話番号･希望時間を明記の上、5月10日（金）

〔消印有効〕までに申込。ウェブサイトからも申込
可。応募者多数の場合は抽選。
※Topic03（P4）もご覧ください。

ダンス

KAC Performing Arts Program 2013 /
Contemporary Dance

『Weightless Days』
パリを中心に活躍するグラフィックアーティスト、
アンジェラ・デタニコ、ラファエル・ラインと京都
を拠点に活動するダンサー・振付家のヤザキタ
ケシ、松本芽紅見によるグラフィックアートとダ
ンスのコラボレーション。
日時： 5月31日（金）19:30 
 6月1日（土）15:00／18:00
 6月2日（日）15:00
会場： ギャラリー北・南 
構成・振付・出演：ヤザキタケシ、松本芽紅見
構成・映像・グラフィック・サウンド：アンジェラ・
デタニコ、ラファエル・ライン
料金： 一般前売2,500円／学生前売2,000円
 ※当日要学生証呈示

 当日3,000円（一般・学生共） 

チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴあ
（Pコード：428-342）にて4月21日（日）より販売。

［関連企画］
『Weightless Days』 オープンスタジオ
クリエーションの様子を本番に先駆けて公開します。
日時： 5月24日（金）19:00－21:00
会場： フリースペース
※事前予約不要・入場無料

『Weightless Days』 映像バージョン展示
日時： 6月3日（月）－9日（日）10:00－20:00
 ※会期中無休・入場無料、最終日は18:00まで

会場： ギャラリー北・南

K YOTO EXPERIMENT

チェルフィッチュ新作 『地面と床』
公開リハーサル
日時： 5月11日（土）17:00－
出演： チェルフィッチュ
会場： 講堂
※定員に達したため、申込受付を終了しました。

KYOTO EXPERIMENT2013プレ事業
舞台芸術コーディネーター育成事業
～こども向けプログラムの実践～
公開講座
公開講座1 「現代社会における子ども」
日時： 5月12日（日）15:00－17:30
講師：糸井登（立命館小学校教諭）

公開講座2 「子ども対象の事業企画／アート
NPOの活動について」
日時： 5月26日（日）15:00－17:30
講師：井手上春香（NPO法人子どもとアーティストの

出会い理事長）

会場： ミーティングルーム2
料金： 各回500円（先着順、定員になり次第締切）
※Topic02（P4）もご覧ください。

申込方法：KYOTO EXPERIMENTウェブ
サイト内申込フォームまたはTELにて受付。
問合せ： KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839
　WEB：http://kyoto-ex.jp

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料）

新世界ゴールデンファイナンス
「〈双六男女〉を体験してみよう」
昨年行ったゲーム形パフォーマンス「双六男女」
を一般の方を対象に行います。簡単な説明の

後、双六の様にサイコロを振って「あがり」に向
かってコマを進めます。
日時： 5月8日（水）19:00－21:00
会場： ミーティングルーム2
定員： 3－7名
持ち物：これまでに出会えて良かったと思う人
へ贈る感謝の手紙（400－500字程度）

※動きやすい服装でご参加ください。

このしたやみ 「からだで本をよむ」
声に出してみたり身体を動かしてみたり、物語
の世界で一緒に遊びましょう。
日時： 5月8日（水）19:00－21:00
会場： 大広間
定員： 10名
※動きやすい服装でご参加ください。

ヨーロッパ企画 「俳優ワークショップ」
短いコントのテキストをもとに、日常会話を積み
重ねてコメディに発展させる方法を探ります。
日時： 5月19日（日）13:00－17:00
会場： ミーティングルーム2
定員： 10名（演劇経験者が望ましい）

※動きやすい服装でご参加ください。

笑の内閣 「プロレスをしてみよう」
プロレスといえば危険なスポーツというイメージ
があるかもしれません。しかし、きっちり受け身を
取って、基礎をしっかりやれば、安全に楽しく出来
るものでもあります。数 の々プロレス芝居をやって
きた笑の内閣が初心者向けに優しく指導します。
日時： 5月22日（水）19:00－21:00
会場： ミーティングルーム2
定員： 5名
※ジャージを着用してご参加ください。

黒子沙菜恵 「点々の中のカラダ」
ペアになって芸術センターの場所を探索。場所
を感じ合いそれを伝え合います。感覚が開いて
きた後、簡単なルールを共有して身体を他者と
空間に委ねることを試みます。
日時： 5月25日（土）10:30－12:30
会場： 制作室9
定員： 10名
※動きやすい服装、靴でお越しください。時間のわかる

もの（時計・携帯電話など）をお持ちください。

ニットキャップシアター
「マジカル楽器でアソボウ！」
ニットキャップシアターの公演でおなじみの、カ
リンバ、カホン、シンギングボウル、ハピドラム
などの楽器で遊べるチャンス！音楽経験なしの
ごまのはえが楽しくナビゲートします。
日時： 5月25日（土）14:00－17:00
会場： 制作室6
定員： 15名
※動きやすい服装でご参加ください。

てんこもり堂 「シェイクスピアを旅する」 
「シェイクスピア」作品を旅するように楽しむワー
クショップ。今回は喜劇『夏の夜の夢』がテーマ
です。 セリフを声に出して読む面白さを感じな
がら、心と身体をリフレッシュしてみませんか？ 
日時：〔前編〕5月26日（日）14:00－18:00

〔後編〕6月9日（日）14:00－18:00
会場：制作室1 
定員：各回8名 
対象：シェイクスピアに少しでも興味のある方 
※動きやすい服装でご参加ください。

月面クロワッサン
「クサい演技、自然な演技」
劇や映画を見ている時、所謂「クサい演技」が目
についたりします。それはなぜ「クサい」のか。
そして「自然な演技」とは。その瞬間求められて
いることを整理しながら演技プランを組んでい
く方法を一緒に考えます！
日時： 6月2日（日）19:00－21:00
会場： ミーティングルーム2
定員： 15名
持物： 筆記用具
※動きやすい服装でご参加ください。

共催事業

京都生活工芸館無名舎収蔵品
朝鮮王朝の美 「毛綴織」展
日時： 5月17日（金）－23日（木）10:00－20:00
 ※会期中無休・入場無料

会場： 大広間
［関連企画］
講演「朝鮮王朝の敷物」毛織物を中心として
日時：5月20日（月）18:30－20:00
講師：吉田孝次郎（NPO美しい京都 理事長）

問合せ：京都生活工芸館無名舎
　TEL: 075-221-1317

京極朋彦ダンス企画新作 『理想の森』
日時： 5月17日（金）20:00（プレビュー公演）

18日（土）19:00
19日（日）15:00／18:00

 ※開場は開演の30分前

会場： 講堂
振付・演出：京極朋彦
出演： 芦谷康介、楠毅一朗、島崇、御厨亮（夕

暮れ社弱男ユニット）、田中佑香、出村弘
美、殿井歩、富松悠

料金： 一般前売2,000円／当日2,500円
 学生前売1,800円／当日2,000円
 ※当日要学生証呈示  ※プレビュー公演： 800円

主催： 京極朋彦ダンス企画
問合せ：090-5005-5795（制作：林）

ヤッサン一座はるる＆ダッシュの紙芝居
紙芝居師はるるとダッシュによる紙芝居パフォーマンス。
日時： 5月18日（日）12:15／15:00／16:45
会場： インフォメーション
主催：ヤッサン一座の紙芝居
問合せ：090-3866-7573（はるる）

第25回 ペトロフ・ピアノコンサート
「大正ロマンへの憧れ」
日時： 5月25日（土）開場15:30 開演16:00
会場： 講堂
出演： 斎藤景（ソプラノ）、植村照（ピアノ）

曲目： ゴンドラの唄、宵待草、ワルツ〜「ジャズ
組曲」より、「天国と地獄」序曲

料金： 1000円（前売・当日共）

主催・問合せ：明倫自治連合会・明倫ペトロフの会
　TEL：075-221-3340（小島）

　FAX：075-231-0727

制作支援事業

京都芸術センター制作室にて制作された公演・
展覧会情報

光島貴之 個展 『みる／さわるだけでは
わからない、かもしれない』
日時： 5月14日（火）－ 6月1日（土）12:00－19:00
 ※日・月曜休廊

会場： MATSUO MEGUMI+VOICE GALLERY 
psf/w（南区）

料金： 無料
問合せ：MATSUO MEGUMI+VOICE GALLERY psf/w
　TEL：075-585-8458

イッパイアンテナ15th session
『いってきMARS』
日時： 5月16日（木）19:00

17日（金）14:00／19:00
18日（土）14:00／19:00
19日（日）14:30／18:30

会場：元・立誠小学校音楽室（中京区）

料金： 一般前売2,000円／予約2,300円
 当日2,500円  ※U-25は各500円引き。

問合せ：イッパイアンテナ
　TEL：080-6806-5053
　E-mail：info@anntena.main.jp

キヤマニア 『さびしいといま』
日時： 5月31日（金）19:00
 6月1日（土）14:00／17:00
会場： 西陣ファクトリーガーデン（上京区）

料金： 一般前売2,000円／学生前売1,800円
 当日2,300円（1ドリンク付）

問合せ：キヤマニア
　TEL：090-8531-0843
　E-mail：reikokiyama@yahoo.co.jp

京都芸術センター春まつり

《re:framing》

※Topic01（P1）もご覧ください。

（出演順）

（出演順）
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女性のソロダンス公演、それだけでわくわくする。今回

はダンサー・振付家であるクリタマキが、梶井基次郎『檸

檬』『愛撫』、太宰治『きりぎりす』を題材にして、それぞれ

の主人公の感情や文体やモティーフから着想を得、個人

のダンス作品として発表した。『檸檬』が全公演で観られ

て、日程ごとに『愛撫』と『きりぎりす』が振り分けられてい

るという構成だった。

まずは『愛撫』から。生成り色のワンピースに身を包み、

髪の毛をひとつくくりにしたクリタが登場すると「フェチの

話をさせてください」と言って、左手の親指と人差し指の

あいだの付け根を噛み始めた。だんだんと汗をかいてき

て、髪の毛が乱れてゆく。照明の変化もあって最初は黒

色だと思っていた髪の毛に、実は茶髪がまじっていると気

付いた。小さな発見だけどわたしにとっては重要で、つま

りクリタが「少女を演じている」と思ったのだ。踊ることに

よって生じた偶然かもしれない仕掛けが、少女ではなく

なってしまう女の哀しみをにじみ出していた。それに比べて

『きりぎりす』で出てくる少女は一貫してファニーだ。しか

し、あっけらかんと舞えば舞うほど、年齢を重ねる痛みが

増している。その重みを、絶妙な力加減と身体のバランス

で伝えようとしていた。

『檸檬』では、クリタいわく「魔法の果実を手に入れるこ

とによって起こる心境の変化」をダンスに取り入れた。正

直「妄想」というよりは実直な感じがしたけど、実際に450

関東大震災後の東京で、道行く人のいでたちを細部まで記録し、イラスト入り

の統計として見せた今和次郎、吉田謙吉の考現学から、小さな溝を渡す橋として

木板やコンクリート片を転用する、日常の中の創意工夫を写真に収める下道基

行の近年の活動まで。この展覧会は、路上にまなざしを向ける観察者の系譜を示

している。

古
いにしえ

の文化について研究する学問である考古学をもじって今らがつけた考現学

や、赤瀬川原平らの路上観察学会（1986年〜）などの名称が如実に示すように、そ

れらはフィールドワークとその記録という、多くの学術研究で用いられる手法を取

京都芸術センターにて開催された「継ぐこと・伝えること

50 その2」は、伝統芸能と現代演劇の双方について、新た

な可能性を感じさせるものとなった。

イベントの前半では、狂言の「呼声」と、これを現代演劇

にしたものが続けて演じられた。狂言の「呼声」では、主人

と次郎冠者が、居留守を使う太郎冠者に対し、声色を変

えたり節回しを付けたりして呼びかけることで、太郎冠者

を家の外へ呼び出そうとする。最後には主人たちの踊り

に誘われ、太郎冠者も一緒に踊り出してしまい、居留守が

ばれてしまうという筋書きである。一方の現代演劇では、

セックスレスの夫婦と女性医師が登場し、妻と医師とが夫

の性欲を呼び起こそうとするという筋書きにアレンジされ

ている。狂言の「呼声」は『古事記』の天岩戸の神話を思い

起こさせる内容であり、一方の現代演劇は、性欲をテーマ

としつつ「草食系男子」の言葉に表されるような今日的な

問題を内包させている。前者は知的好奇心、後者は性欲

という人間の欲求を描いている点で、両者は共通してい

ると言える。

イベントの後半では、狂言師や現代演劇の演出家など

を交えたシンポジウムが開催された。シンポジウムでは、

狂言を現代演劇にアレンジするにあたり、茂山茂の協力

を得ながら台本の選定を行ったことや、役者の立ち位置

個ものレモンが舞台上に放り込まれ続けると、想像以上

に圧倒された。でも寝ころんだとき、ふくらはぎなんかで、

そっとひと粒のレモンを押さえていたときこそ、わたしの

鼻に香りが届いてきたように感じた。また、小説の中でも、

レモンは紡錘形であることがキーだと思うのだけど、クリ

タは顔を傾けて耳の上にレモンを乗せてみたり、腰に置

いてみたりと、紡錘形が持つ、少しばかりの安定感につ

いてきちんと着目できていたと思う。それからレモンをか

じる（＝形を破壊する）ことによって、感情が爆発したかのよ

うにダンスも変貌してゆく。何よりおもしろいのは、『檸檬』

の主人公が想像してみていた「レモンが爆発した後の姿」

を、クリタ自身が真摯に読み解き、受け止め、身体で表そ

うとしたところに尽きると思う。その姿勢に好感を持った。

3作品みんな「少女」ではあるのだが、その性格はそれ

ぞれ違う。ワンピースも似ているけど素材や作りが違う。

そもそもクリタが少女そのものではなく、少女を演じてい

るダンサーなんだと実感したのは、彼女の脚にできている

練習の「あざ」を見たときだ。それこそが愛おしく、たくま

しく、ひとりで踊ろうと決心している証だと感じた。「私的」

と掲げているけど、全然ひとりよがりとは思わなかった。

ひと粒のレモンでしっかりと香りを届かせてきたように、こ

れからも勇敢にソロダンスを続けてほしい。

（2日14時／19時観劇）

り入れている点で共通している。ただしこの一見学術的であるかのような観察者

の素振りは、社会の求める有用性から周到に逃れることを意図した、いわば学問

のパロディである。それ故、事物を提示し歴史化する機能をもつ展覧会という場で

この系譜を示した本展は、二重の意味でアイロニーに満ちていると言えるだろう。

彼ら観察者の仕事のおかしみは、その分野の専門家のみが扱うような事象で

はなく、その気になれば誰もが日常の中で遭遇可能な事象を対象としていること

からも導かれる。近代合理主義的な、均質化した都市の風景の中にあって、有

用性を失いながらも保存されているかに見える不動産（の一部）を記録・採集する

赤瀬川の超芸術トマソンなどはその最たるものである。意識して自分の街を歩け

ば、家の裏手にでも発見できそうな手近な感覚がそこにはある。実際、この活動

は広く協力者を得て、「トマソン観測センター」に一般から多数の事例報告がなさ

れている。

しかしこの、手を伸ばせば届きそうな距離に筆者は逆にギクリとさせられる。そ

れらの作品により、普段自分がいかに漫然と日常の風景と向き合っているかを気

付かされてしまうためだ。均質化した都市の隙間に無用で無目的な事象を発見

し、おかしむという、それ自体が有用性を欠いた行為。この観察行為はもちろん

赤瀬川のある種天才的なひらめきによるものであることは間違いないが、合目的

的な都市に生きて、自らの思考回路も随分と合目的に制度化されていることに気

付かされるのである。

赤瀬川に限らず、本展に含まれる数々の観察行為の基礎をなすものは、日常

の風景とただ漫然と向き合っていては見えないものを「見せる」、各々のルールで

ある。ルールは、それさえあれば凡庸な風景が突然輝き出す魔法の鍵のようなも

のだ。試みてみるとお分かりいただけると思うが、この鍵を自分でつくりだすこと

はなかなか難しい。ただしその鍵を手に入れれば、超芸術トマソンがそうであっ

たように誰もがその観察行為を共有することが可能である。この展覧会で示され

た数々の鍵を持って自分が住む街を散策すれば、きっと普段とは違う風景が見え

てくるだろう。同時に、自分自身で新たな鍵をつくりだす好奇心もあわせ持って

おきたい。

や後見の要素を取り入れた話などが披露された。戦後、

狂言師の茂山千作・千之丞兄弟は、武智鉄二のもとで新

作狂言の公演や新たな演出を導入しつつ、現代演劇やテ

レビドラマにも出演、演出などの形で関わってきた。その

ような経緯を考えると、今回の場合、茂山家からは現代演

劇への助言のみであったのには物足りなさを感じるのだ

が、これは贅沢というものであろう。

伝統芸能の新しい解釈について、たとえば今日の漫画

やアニメでも、伝統芸能の台本や演出が取り入れられる

ことがある。そのような形で伝統芸能の諸要素を拝借す

るのと、ある伝統芸能の根本を押さえながら現代風に解

釈するのとでは、態度が異なるように思う。武智鉄二は、

台本本来の形を徹底的に追及した「武智歌舞伎」を上演し

た一方、抽象的で前衛的な演出を行ったことで、今日も

評価が分かれている。私自身は、武智は伝統を尊重しつ

つも同時代の三島由紀夫や寺山修司を無視できなかった

のではないかと想像しており、伝統と現代とのせめぎ合

いの中に生きた武智の態度を、前向きに評価している。

武智と千作・千之丞が現代演劇に関わったのは1970年

代前後である。当時、演劇はアングラ文化であった。しか

し今日、劇団四季や劇団☆新感線などの有名どころから、

学生演劇や自治体などが主催する市民参加型ものなど、

現代演劇は、かなりの広がりを見せている。現代演劇が

新たな局面を迎えている今日、伝統芸能と現代演劇との

相乗効果についても新展開を期待していい時期に来てお

り、今回のイベントではその一端を示してくれたと私は考

えている。

やまわき ますみ／文章・編集●わたしは今月号で最終回です。ダンスを
観て、いろんな人や場所へ会いに行けた2年間でした。大好きなアトリ
エ劇研で、この作品に出会えてよかったです。これからも文章がんばり
ます。ありがとうございました！

かわだ あやこ／兵庫県立美
術館学芸員●昨年後半から
兵庫県美に勤め始め、仕事
を覚える毎日です。美術館
の仕事もこの記事の執筆も、
面白い情報を発信できるよう
に頑張りますので、みなさま
どうぞよろしくお願いします！

あいはら すすむ／立命館大学非常勤講師、現代風俗研究会会員●あいはら すすむ／立命館大学非常勤講師、現代風俗研究会会員●あいはら すすむ／立命館大学非常勤講師、現代風俗研究会会員●
日本の大道芸や民俗芸能の研究を進めながら、ガーナ、ナイジェリアな日本の大道芸や民俗芸能の研究を進めながら、ガーナ、ナイジェリアな
ど、アフリカの伝統的な舞踊の調査にも関わっています。

魔法の果実を手に入れる

誰もが観察者になれるのか？

伝統芸能と現代演劇との
新しい出会い

ダンス

美術

伝統

クリタマキ 「私的妄想bungaku少女」
3月1日（金）－3日（日）

アトリエ劇研（京都市左京区）

路上と観察をめぐる表現史―考現学以後
1月26日（土）－4月7日（日）　広島市現代美術館

継ぐこと・伝えること50 その2  狂言×演劇 「呼声」
2月17日（日）

京都芸術センター
狂言─出演：茂山千五郎、茂山正邦、茂山茂
演劇─演出：ごまのはえ（演出家）

出演：ニットキャップシアター

シンポジウム 「舞台芸術としての伝統芸能」
パネリスト
太田耕人（演劇評論家／京都教育大学教授）
土田英生（演出家／劇作家／劇団「MONO」代表）
ごまのはえ（演出家／劇作家／劇団「ニットキャップシアター」代表）
茂山茂（大蔵流狂言師）

山脇益美

河田亜也子

相原進

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

撮影：大島拓也

赤瀬川原平 《真空の踊り場・四谷階段》 1988年

撮影：金子愛帆
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『re:framing－表情の空間』（4/13－5/26）

京都生活工芸館無名舎収蔵品 朝鮮王朝の美「毛綴織」展

『re:framing－表情の空間』［関連企画］Performance “Blue”
Polar M×ヤマガミユキヒロ×仙石彬人

新世界ゴールデンファイナンス
「〈双六男女〉を体験してみよう」

このしたやみ 「からだで本をよむ」

Performance “re:framing” vol.5
－白黒ミドリ×仙石彬人／Misuzu, Caitlin Coker & Andy Couzens×仙石彬人

MeirinPic

はるる＆ダッシュの紙芝居 第25回 ペトロフ・ピアノコンサート 「大正ロマンへの憧れ」

トークイベント 「 表情の空間」
助川貞義［OVERHEADS］ × 仙石彬人

[明倫ワークショップ・春まつり特別篇]かなもりゆうこ・納谷衣美 スクリーニング&パフォーマンス［映像投影］（4/13－5/25）／［パフォーマンス］（5/12）

第315回 市民寄席チェルフィッチュ新作 『地面と床』
公開リハーサル

KYOTO EXPERIMENT2013プレ事業 舞台芸術コーディネーター育成事業
〜こども向けプログラムの実践〜 公開講座1 「現代社会における子ども」

KYOTO EXPERIMENT2013プレ事業 舞台芸術コーディネーター育成事業
〜こども向けプログラムの実践〜 公開講座2 「子ども対象の事業企画／アートNPOの活動について」

明倫茶会 ｢霞の茶室｣で「闘茶」

『Weightless Days』
オープンスタジオ

KAC Performing Arts Program 2013 /
Contemporary Dance 『Weightless Days』

笑の内閣
「プロレスをしてみよう」

ヨーロッパ企画
「俳優ワークショップ」 黒子沙菜恵 「点々の中のカラダ」

ニットキャップシアター 「マジカル楽器でアソボウ！」

てんこもり堂 「シェイクスピアを旅する」 〔前編〕京極朋彦ダンス企画新作 『理想の森』
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※「本茶」とは、臨済宗の開祖・栄西（1141‐1215）が宋
（南宋）から持ち帰った種子や苗木を、高山寺を開山
した明恵（1173－1232）が譲り受け、栂

とがのお

尾（京都市右京
区）に植えたことが、喫茶普及の契機となったとされて
います。最高級とされた栂尾産の茶は「本茶」とし、その
他の産地の茶を「非茶」と呼び区別していました。「霞の茶室」で「闘茶」

今年で 4 回 目を迎える京 都 国 際 舞 台 芸 術 祭  K YOTO 

EXPERIMENT 2013。9月末に開幕するフェスティバルに先

駆けて、今年は5月からプレイベントが始動します。

　まず、「舞台芸術コーディネーター育成事業 〜こども向けプログ

ラムの実践〜」。参加受講生を募集中の本事業では、7月に行われ

るイギリスのアーティストユニットによる街づくりアートプロジェクト

『ホーム・スウィート・ホーム』の企画・運営に参加いただくことで、舞

台芸術コーディネーターに求められることを学んでいただきます。5

月からは、まず子どもを対象としたプログラムを実際行っている方々

を講師に迎えての講座から基礎知識や思考を深めます。5月の講座

では立命館小学校教諭の糸井登による「現代社会における子ども」、

NPO法人「子どもとアーティストの出会い」理事長の井手上春香によ

に迎えます。福本は日本を代表する藍染染色

工芸家として国内外に多くの作品を発表してお

り、伝統的な手法を用いながらもモダンな感覚

を伴って制作をしています。藍一色で森羅万象

を表現するかのような作品の数々は、見る者を

自然空間へと誘い、五感を刺激します。

今回は、福本の空間意識が詰まった約二畳半

の「霞の茶室」を京都芸術センターの和室「明

倫」に出現させ、「闘茶」会を催します。

　「闘茶」とは、本来「本茶」と「非茶」（※）とを飲

み分ける遊びのことです。鎌倉時代末期より始

まり、徐々に派手で享楽的な賭け事として流行

し、室町幕府によって禁止されたことで徐々に

衰退していきました。しかしその後も「茶歌舞伎」

と呼ばれ愛好され続け、煎茶が流行した幕末か

ら明治初期にかけては、煎茶を用いた闘茶が

復活しました。これが現在に伝わる「闘茶」です。

　福本が催す茶会では、新緑の季節にふさわ

しい清新なしつらえと、「闘茶」の真剣勝負をお

客様に楽しんでいただけることでしょう。

る「子ども対象の事業企画／アートNPOの活動について」を開催し

ます。これらの講座は公開講座として行われるため、受講生以外の

一般の方にもご参加いただけます。受講生としての参加はもちろん

のこと、子どもとアートの関わりについてご興味のある方はぜひご

参加ください。

　もう一つのプレイベントは、KYOTO EXPERIMENTの第1回目の

開催であった2010年に『ホットペッパー、クーラー、そしてお別れの

挨拶』を上演し、好評を得た演劇カンパニー「チェルフィッチュ」によ

る新作『地面と床』公開リハーサル。世界的に著名な舞台芸術のフェ

スティバル「クンステンフェスティバルデザール」ほか、国内外9都市

のフェスティバルや劇場との国際共同製作により制作される今回の

新作は、KYOTO EXPERIMENT 2013の公式プログラムのひとつと

して上演されます。

　フェスティバルの公式プログラム詳細は7月上旬の発表となりま

すが、公式プログラムに参加する6ヶ国・10名のアーティスト名も

フェスティバルの公式ウェブサイトで発表されています。引き続き

KYOTO EXPERIMENTにご注目ください。

※公演情報等、詳細はイベント情報（P2）をご覧ください。
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プレイベント

京都から舞台芸術の最前線を発信する国際舞台芸術祭、今年も始動！

明倫茶会

毎年実験的なプログラムで舞台芸術の新たな局面を提示してくれる本フェス
ティバル。今年も楽しみなラインナップとなりましたので、ぜひウェブサイトで
ご確認ください！9月末の開幕まで、本紙でも公式プログラムなど順次紹介し
ていきます。お楽しみに。

川崎陽子（アート・コーディネーター）

茶室のなかに別の茶室が現れ、そこで繰り広げられる
闘茶の世界。まったく新しい空間を体験してみませんか。

上村絵梨子（アート・コーディネーター）

イギリスのアーティストユニット「Subject to_change」による『ホーム・スウィート・ホーム』

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　………… 10:00－20:00

○カフェ………………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室… ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter

福本潮子 （ふくもと・しほこ）
京都市立美術大学（現京都市立芸術大学）洋画科卒。卒
業後日本の伝統文化を学ぶため龍村織物美術に勤め二
代目龍村平蔵に師事、植物染等に出会い、この時をきっ
かけに作品を藍染めで制作。日展系に10年所属後退会。
以後フリーで国内外で個展や企画展で発表を続ける。作
品制作と平行してきもの帯の制作も手がける。第２５回京
都美術文化賞受賞。

明倫茶会 「霞の茶室」で「闘茶」
日時：	5月25日（土）

	 11:00／13:00／15:00／17:00（各席15名）

席主：福本潮子（染色家）
※申込詳細等はイベント情報(P2)をご覧ください。

様々な分野で活躍する方を席主に迎えて

開催している明倫茶会は、茶会という形

式にのっとりながら、展覧会や公演、トークとは

一味違ったアプローチで芸術や文化を体感で

きる京都芸術センターらしい催しのひとつです。

　内容も抹茶だけでなく紅茶やコーヒーであっ

たり、しつらえの空間や道具類、菓子やお話し

にいたるまで、まさにその時の席主でしか表現

できない一期一会を体験できる貴重な機会に

なっています。

　5月の明倫茶会は、染色家・福本潮子を席主

　その長い歴史の中、京都が培ってきた文化の素地に、今
後どのような芸術文化が彩られていくのか－この期待に答
えるべく、当センターは新しい芸術振興の拠点として、2000
年4月に誕生いたしました。
　様々なジャンルが交差し、新しいかたちの芸術が生まれ
る場、情報の収集・発信、また、国内外の芸術家・芸術関係
者が刺激し合い交流する場として機能するべく、事業を展
開しています。
　これらの多岐にわたる活動をさらに拡充するためには、
みなさまのご理解とご協力は欠かすことができません。今ま
さにここで生まれ育っていく芸術を暖かく見守り、応援して
いただけませんか？

京都芸術センター友の会からのお知らせ 　みなさまよりお寄せいただいた会費は、センター事業を
より魅力のあるものとするために活用させていただきます。
聴いて、観て、触れて、《芸術の現場》をより身近に感じてい
ただければ幸いです。
　なお、当センターの運営を担う公益財団法人京都市芸術
文化協会では、このたびご負担いただく会費に対して税法
上の優遇措置が適用される、京都芸術センター協賛会員の
制度を新設し、広くみなさまのお力添えを求めることといた
しました。（詳細についてはお問合せください。）

　京都芸術センター友の会は、随時入会を承っております。
みなさまのご入会を心よりお待ちしております。

※申込方法等、詳細は京都芸術センターウェブサイトをご覧ください。

平成24年度は次の皆様方に会員としてご協力いただきました。心より御礼申し上げます。

《団体・法人会員》
学校法人大和学園、株式会社岡野組、株式会社ザ・パレスサイドホテル、株式会社トーセ、株式会社フジマック京都営業所、
株式会社ヤマトヤクリーニング、株式会社吉村建築事務所、京都商工会議所女性会、京都信用金庫、京都中央信用金庫、
近畿音響工業株式会社、公立大学法人京都市立芸術大学、国際ソロプチミスト京都、成安造形大学、大松株式会社、常盤
ステンレス工業株式会社、吉忠株式会社 （17件）

《一般・学生会員》
石田洋也、上河建治、内山修、尾江榮三郎、岡本秀巳、尾関吉重、鬼丸隆博、加藤明子、川崎昌博、酒井英一、信田尚男、
城田香菜子、神保泰宏、菅井節子、中濱美夜子、野口久楽、濵野美恵子、廣瀬ちづる、星川茂一、宮永東山、村上良子、
山岸吉和、山田明子、山田幸子、由里啓子 （33件）

(50音順 敬称略／2013年3月31日現在)
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